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　享保雛は、江戸時代中頃の
享保年間に京都で生まれ、そ
の後全国に広まったといわれ
る。面長な顔と切れ長な目、
少し開けた口などが特徴とさ
れる。町方を中心に広く普及
し、江戸時代を経て、明治・
大正期に至っても数多く作成
された。本作品は飯山町内の
商家に伝来したもの。（2月
10 日より、ふるさと館にて
展示予定）

享保雛
（飯山市ふるさと館蔵）
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ー丸山邦雄（飯山市富倉出身）の満州での物語ー
特集ドラマ『どこにもない国』
（前編3月24日㈯後編3月31日㈯ ＮＨＫ総合 21時～）

放送記念講演会・飯山雪国大学満蒙開拓平和講演会

日 時　３月18日（日）14時00分～16時00分
　　　　　　　　　　　　　  【開場13時30分】
場 所　飯山市公民館講堂(入場無料）
当日は書籍の販売も予定しています。
お問合せ先：飯山市公民館　☎62-3342

講師：寺沢秀文氏
（満蒙開拓平和記念館副館長）

丸山邦雄氏らの活躍と旧満州からの引き揚げ
～ドラマ「どこにもない国」の背景～

寺沢秀文（てらさわ ひでふみ）
　両親が元満蒙開拓団員であったこと等か
ら、飯田市内で不動産鑑定士事務所を経営
しながら日中友好活動、残留孤児帰国支援
活動、満蒙開拓平和記念館の建設・運営等
の活動にボランティア従事、満蒙開拓の調
査研究などに携わる。
　現在、本業の傍ら満蒙開拓平和記念館（平
成 25年４月開館）の副館長兼専務理事（非
常勤）として運営にあたると共に満蒙開拓
をテーマに各地で講演等も行う。平成 28
年 11 月７日の天皇・皇后両陛下の満蒙開
拓平和記念館へのご来館の際には両陛下へ
のご説明役を務めた。

寄
っ
て
が
し
！

「
冬
の
し
た
く
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

                       

開
設
中
！

ふ
る
さ
と
館
も
商
店
街
も
ひ
な
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
18
日
㈰
ま
で
）

　

た
だ
い
ま
、
ふ
る
さ
と
館
と
本

町
商
店
街
で
は
「
飯
山
城
下
町
ひ

な
街
道 

ひ
な
人
形
展
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
館
で
は
、
享
保
び
な

を
始
め
と
し
た
江
戸
時
代
の
ひ
な

人
形
や
時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ

る
、
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
な
の
姿
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
城
下
町
の
商
家
と
し
て

栄
え
た
商
店
街
で
は
、
工
夫
を
こ

ら
し
た
ひ
な
飾
り
が
多
数
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
会
期
中
の
３
月
１

日
か
ら
４
日
に
は
、
本
町
商
店
街

メ
イ
ン
会
場
に
て
和
小
物
作
り
体

験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

商店街メイン会場（過去のようす） 

ふるさと館　企画展予告

「語り継ぐ～丸山邦雄と戦後引き揚げ～」会期3/23㈮～ 4/15㈰
　今の飯山市富倉に生まれた丸山邦雄
氏は、アジア太平洋戦争の終戦後、ソ
連支配下の満州を脱出し、満州に残さ
れた民間人の早期引揚げをマッカーサ
ーはじめ各界要人に陳情するなど、各
地を奔走しました。
　このほど、丸山氏らの活躍がNHK
でドラマ化されるにあたり、ふるさと
館では丸山邦雄氏と戦後の引き揚げに
ちなんだ企画展の開催を予定していま
す。ぜひお越しください。 ▲アメリカ留学中の丸山氏の活動を記した在米大使作成の文書

（アジア歴史資料センター 提供 ／ 外務省外交史料館 所蔵）

「まちづくり」そのための「絆づくり」「ひとづくり」～館長主事合同会議開催される～

　

１
月
19
日
、
平
成
30
年
度

の
館
長
主
事
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
、
公
民
館
の
運
営
方
針

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

  

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
公
民
館
の
実
績
を
再
確

認
し
、
今
後
に
つ
い
て
、
新
幹

線
開
業
に
伴
う
地
域
振
興
を

含
め
て
、
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
な
ど
の
社
会
背
景
に
伴

う
、
各
集
落
・
各
地
区
の
課
題

を
明
確
に
し
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
公
民
館
と
し

て
ど
う
具
体
的
に
支
援
し
て
い

く
か
を
課
題
と
し
て
確
認
し
、

話
し
合
い
が
持
た
れ
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り

に
向
け
て
①
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
、
若
者
の
育
成
②

女
性
が
元
気
③
職
員
の
資
質

向
上
。
④
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
⑤
地
域
課
題
を
明
確
に

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
⑥

飯
山
の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を
柱
に
、
公
民

館
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

退　
任　
者

◇
木
島
公
民
館
長
（
新
任
）

田
中　

好
次
さ
ん
【
野
坂
田
】

◇
常
盤
公
民
館
長
（
新
任
）

佐
藤　
一
雄
さ
ん【
戸
狩
新
田
】

（
平
成
28
年
１
月
１
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
２
年
間
）

◇
前
木
島
公
民
館
長

小
池　

孝
夫
さ
ん

◇
前
常
盤
公
民
館
長

高
橋　

利
幸
さ
ん

就

任　
者　

　

地
域
再
生
の
主
体
は
集
落
。

日
々
の
暮
ら
し
の
で
き
て
い
な

い
現
実
に
目
を
向
け
、
郷
土
の

歴
史
、
文
化
に
学
ぶ
こ
と
を
大

事
に
、
公
民
館
は
一つ
一つ
課
題

解
決
に
向
け
と
も
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
会
議
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
る
前
木
島
公
民
館

長
の
小
池
孝
夫
さ
ん
と
、
前
常

盤
公
民
館
長
の
高
橋
利
幸
さ
ん

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
新
任

の
木
島
公
民
館
長
の
田
中
好
次

さ
ん
と
常
盤
公
民
館
長
の
佐
藤

一
雄
さ
ん
に
は
任
命
通
知
が
渡

さ
れ
、
一
緒
に
公
民
館
活
動
を

推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り

公
民
館
活
動
の

　
　
　
　
　
現
状
と
課
題

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
冬
期
間
、

雪
国
な
ら
で
は
の
「
冬
の
し
た
く
」

を
実
際
に
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。
ふ
ん
ご
み
や

藁
ぐ
つ
を
履
い
て
み
た
り
、
み
の・

笠
を
か
ぶ
り
、
こ
す
き
を
持
っ
た

昔
の
冬
ス
タ
イ
ル
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
！

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館

♦
開
館
時
間　
９
時 

〜
17
時

　
　
　

  （
入
館
16
時
30
分
ま
で
）

♦
休  

館  

日　
月
曜
日

（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

♦
入  

館  

料
大
人
２
０
０
円

　

  （
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

♦
問
合
せ
先　
☎
67
２
０
３
０

ミニチュアひな道具も見どころ！
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今
年
の
い
い
や
ま
雪

ま
つ
り
も
盛
大
な
中
、

開
催
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
市

街
地
の
中
央
、
肴
町
会
場
に
も
区

民
有
志
で
作
成
し
た
雪
像
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
少
な
い
住
民
参

加
で
の
作
成
で
し
た
の
で
他
の
雪

像
と
比
べ
る
と
見
劣
り
は
し
た
で

し
ょ
う
が
年
一
回
の
親
睦
の
場
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
家
で
は
な
い
の
で
歴
史
を

論
じ
る
こ
と
は
語
弊
も
あ
り
ま
し

ょ
う
が
、
私
見
と
し
て
ご
了
笑
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

肴
町
は
約
四
百
五
十
年
前
に

飯
山
城
が
築
城
さ
れ
て
程
な
く
、

最
初
に
城
下
町
が
整
備
さ
れ
た
飯

山
三
町
の
一
つ
と
し
て
城
下
絵
図

に
も
登
場
す
る
古
い
町
で
す
。
そ

の
名
称
は
「
サ
カ
ナ
」
と
読
む
こ

と
か
ら
か
つ
て
魚
屋
が
多
か
っ
た

と
想
像
さ
れ
が
ち
で
す
。
あ
る
解

釈
に
よ
れ
ば
魚
類
は
「
ウ
オ
」
と

読
み
、「
サ
カ
ナ
」
は
加
工
さ
れ

た
魚
介
類
を
指
し
、
の
ち
に
食
品

を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
だ
と
す
れ
ば
魚
だ
け
で
は

な
く
食
料
品
全
般
を
扱
っ
た
町
だ

っ
た
と
考
え
て
も
飛
躍
し
す
ぎ
た

考
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
当
時

の
商
業
経
済
の
基
礎
に
衣
食
住
を

念
頭
に
お
い
た
城
下
町
造
り
の
考

え
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
近
年
、
世
帯
数
も
減
少
し

旧
町
内
で
最
も
小
さ
な
町
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
区
と
し
て
役

員
や
歴
史
あ
る
飯
山
祇
園
祭
の

運
営
な
ど
厳
し
い
現
実
に
直
面
し

て
い
ま
す
が
、
今
、
正
に
今
後
を

模
索
す
る
と
き
に
き
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
、
か
つ
て
城
下
町
と
い

わ
れ
た
と
こ
ろ
に
も
「
肴
町
」
が

あ
り
ま
す
。
い
つ
か
全
国
肴
町
交

流
会
な
ん
て
も
の
が
あ
れ
ば
参
加

し
て
み
た
い
も
の
で
す
。

い
い
や
ま
肴
町
考
　
　

　
　
　
　
　 

肴
町
区
　
佐
々
木
伸
一

　

今
年
の
い
い
や
ま
雪

ま
つ
り
も
盛
大
な
中
、

　

今
年
の
い
い
や
ま
雪

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

　

昨
年
３
月
西
大
滝
に
農
的
生

活
を
目
的
に
夫
婦
二
人
で
移
住
し

て
き
ま
し
た
。　
　
　
　

　

生
ま
れ
て
初
め
て
の
米
・
蕎

麦
・
野
菜
作
り
や
農
機
具
や
除

雪
機
の
使
い
方
な
ど
苦
労
し
ま
し

た
が
、
村
の
方
々
の
協
力
も
あ
り

何
と
か
楽
し
く
生
活
で
き
て
い
ま

す
。　

　

移
住
す
る
前
気
が
か
り
だ
っ
た

「
地
域
に
打
ち
解
け
ら
れ
る
だ
ろ

オ
ー
ル
ド
ル
ー
キ
ー
の
挑
戦

　
　
　
　
　
　
〜
北
の
国
か
ら
西
大
滝
へ
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音お
と
の野

　
喬た
か
し（
西
大
滝
）

う
か
」
と
の
思
い
も
、
全
く
問
題

な
く
最
初
か
ら
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
対

応
し
て
い
た
だ
き
、
村
の
行
事
に

も
進
ん
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

退
職
し
て
自
由
な
気
分
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
色
々
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ(

少
し
大
げ
さ

か
も)

し
よ
う
と
昔
か
ら
や
っ
て

い
た
ス
キ
ー
は
シ
ー
ズ
ン
券
を
買

っ
て
暇
を
見
つ
け
て
は
滑
っ
て
い

ま
す
。

　

オ
ー
ト
バ
イ
も
学
生

時
代
か
ら
大
好
き
で
、

大
型
バ
イ
ク
を
乗
り
継

い
で
日
本
各
地
を
ツ
ー

リ
ン
グ
し
て
い
ま
し
た
。

結
婚
し
、
子
ど
も
が
で

き
、
生
活
に
追
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
い
つ
の

間
に
か
や
め
て
い
ま
し

た
。
こ
ち
ら
に
移
っ
て

か
ら
も
う
大
型
バ
イ
ク

は
無
理
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
昔
の
楽
し
か
っ

た
思
い
出
の
あ
る
Ｃ
Ｂ

７
５
０
を
購
入
し
、
夫

婦
二
人
乗
り
で
ラ
ー
メ

ン
の
食
べ
歩
き
や
日
帰

り
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
中
に
溶
け

込
ん
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

筆
者
紹
介

　
北
海
道
か
ら
移
住
し
て
き
た

音
野
夫
妻
は
、
早
い
段
階
で
区

民
と
打
ち
解
け
大
晦
日
に
は
自

家
製
の
蕎
麦
を
手
打
し
て
皆
に

振
る
舞
い
２
０
１
７
年
を
締
め

て
い
た
だ
い
た
。

　
岡
山
公
民
館
広
報
部　
　
　

　
　
　

       　
　

石
澤
勝
彦

　
　
　

第３回いいやま菜の花寄席

春風亭昇太・桂雀々　ニ人会～チケット抽選販売のお知らせ～

【先行予約】チケットのお求め方法
〇申込受付期間　2/20（火）～3/9（金）（※消印有効）
までに信濃毎日新聞社事業部へお申込みください。
■「いいやま菜の花寄席」■郵便番号■住所・氏名■電話番号■希望枚数（お一人様2枚まで）を必ず記入のこと
〇申込み方法　往復ハガキにて申込み、応募が多数の場合は抽選とします。
〇当選結果は返信ハガキでお送りし、当選者には振込口座案内を送付しますので期日までにお振込みください。
〇先行予約で定員に達した場合には一般販売はありません。
〈申込先〉〒380-8546長野市南県町657信濃毎日新聞社事業部「いいやま菜の花寄席」係
注意事項　チケットのお申し込みは、お一人様２枚までとさせていただきます。
お問い合わせ　文化交流館　℡0269-67-0311（火曜を除く9時～17時）
　　　　　　  信濃毎日新聞社事業部　℡026-236-3399（平日10時～17時）

主　催
飯山市、飯山市教育委員会、信濃毎日新聞社
公演日時　平成30年5月3日（木・祝）　
　　　　　　　開演14:00～（13:30開場）
公演会場　文化交流館なちゅら大ホール
料　金　　3,000円（全席指定）

” なちゅら Snow Park” オープン !! 

　文化交流館なちゅらの南側（駅側）にSnow Park
（スノーパーク）を２月１日㈭から開設しました。館職
員自作の竹スキー、そりを揃えましたので、小さなお
子さまを連れてぜひお越しください。自前のスキー・
ソリの持込みもできます。

　

スペイン風ハモンセラーノ生ハム作り
　　　　　　　　　　　　【全4回】受講生募集 

　講評をいただいています、生ハム講座を開催します。血抜
きから塩漬け、塩抜きまで一から手作りで、1年半かけ熟成
させます。（今回は漬け込んだあと、飯山で起業した（株）梓
の栄村工房で保管していただいたのち、1年間自分で保管し
て完成となります。）なお、引き渡しは9月ごろとなります。
・重さ約10㎏の津南ポークのモモ肉（原木）一本を使用
します。
◆日　程　3/1㈭、3/9㈮、3/15㈭、3/22㈭
◆時　間　9:00～11:00　　
◆場　所　飯山市公民館料理室
◆定　員　20名　
◆材料費　10,200円　◆受講料　800円
◆持ち物　塩（海水塩、岩塩は不可）、筆記用具、エプロン
◆対象者　飯山市在住または在勤の方
◆申込期間　2月26日㈪まで　
◎申込先　飯山市公民館（☎62-3342）2月 1日のオープン時

「雪で遊ぼう」「雪を楽しもう」



　

時
ま
で
開
催
し
ま
す
！
）

　

お
昼
に
は
参
加
者
全
員
に
カ

レ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
期　

日　
３
月
18
日
㈰　
９
時

〜
12
時
終
了
予
定
（
囲
碁
、
麻

雀
は
、
16
時
ま
で
）

・
場　

所　

常
盤
公
民
館
（
常
盤

地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

・
参
加
費　
５
０
０
円

・種　
目　

囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
、

オ
セ
ロ
、
卓
球

・
そ
の
他　

初
心
者
団
歓
迎
で
す
。

お
昼
は
カ
レ
ー
を
用
意
し
ま
す
。

・
申
込
み　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

◇
太
田
地
区 

囲
碁・将
棋・麻
雀・

オ
セ
ロ
交
流
大
会
の
開
催

　

太
田
公
民
館
で
は
新
た
に
、囲
碁・

将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ
（
小
学
生
）

の
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
期　

日　
３
月
18
日
㈰　

９
時

〜
15
時
終
了
予
定

・
場　

所　

太
田
公
民
館
（
緑
の
村

管
理
セ
ン
タ
ー
）

・
参
加
費　
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
）

・
種　

目　

囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
、

オ
セ
ロ　

・
そ
の
他　

初
心
者
歓
迎
。
お
昼
は

お
弁
当
を
用
意
し
ま
す
。

・
申
込
み　

太
田
公
民
館

☎
65
４
５
７
９

り
会
場
で
は
、
祭
り
の
終
了
後

も
「
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ま
く
ら
村
」

が
営
業
中
。
地
元
食
材
を
使
っ
た

「
の
ろ
し
鍋
」
も
ま
だ
ま
だ
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ま
く
ら
村
は
２

月
27
日
㈫
ま
で
営
業
の
予
定
で

す
。（
天
候
等
で
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

・
問
合
先　
信
州
い
い
や
ま
観
光
局

☎
62
３
１
３
３

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ
ロ
・

卓
球
大
会
の
開
催

　

冬
の
恒
例
行
事
、
囲
碁・将
棋・

麻
雀
・
オ
セ
ロ
・
卓
球
の
各
種
目

で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
抜
い
て

勝
利
を
つ
か
め
！
大
人
か
ら
子
供

ま
で
、
初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。（
囲
碁
、
麻
雀
は
16
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当
地
区
道
祖
神
は
昔
な
が
ら
の

や
り
方
で
当
日
建
立
さ
れ
、
し
め

縄
（
写
真
）
を
な
っ
て
飾
り
立
て

ま
す
。

　

地
区
民
の
協
力
で
道
祖
神
で
焼

い
た
餅
の
汁
粉
が
振
舞
わ
れ
、
１

年
の
息
災
を
祈
念
し
ま
し
た
。

◇
ま
だ
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す

レ
ス
ト
ラ
ン
か
ま
く
ら
村

　

か
ま
く
ら
の
里
・
か
ま
く
ら
祭

太

田

迦
が
入
滅
さ
れ
た
涅ね
は
ん
え
槃
会
の
２
月

15
日
に
仏
壇
に
供
え
る
米
粉
で
で

き
た
郷
土
食
で
す
。
語
源
は
釈
迦

に
最
後
の
御
供
と
し
て
ヤ
シ
ャ
タ

ラ
妃
が
捧
げ
た
と
こ
ろ
「
や
し
ょ

う
ま
い
」
と
言
わ
れ
た
な
ど
の
俗

説
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
更
生
保
護
女
性
会
の

皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
26
人
が
参

加
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
第
34
回
木
島
少
年
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

　

１
月
28
日
㈰
工
場
団
地
北
側

特
設
コ
ー
ス
に
於
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

木
島
小
学
校
と
飯
山
養
護
学

校
か
ら
の
、
出
場
選
手
99
名
に
よ

り
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
に
よ
り
、
大
会
の
開
催
を

◇
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会

　

飯
山
公
民
館
で
は
、
何
で
も

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
事
業
の
一
環

で
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
を

今
年
も
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

  

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

・
期　
日　
３
月
11
日
㈰

・
時　

間　

13
時
〜
16
時

・
場　

所　

飯
山
市
公
民
館

・
定　

員　

24
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

・
受
付
開
始　
２
月
26
日
㈪
９
時

〜・申
込
先　

飯
山
公
民
館

☎
62
３
３
４
２

　

詳
細
は
、
別
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
や
し
ょ
う
ま
講
習
会

　
１
月
20
日
、
秋
津
公
民
館
に
お

い
て
「
や
し
ょ
う
ま
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

や
し
ょ
う
ま
は
、
長
野
県
北
信

地
方
を
中
心
に
昔
か
ら
あ
り
、
釈

・
期　
日　
３
月
４
日
㈰
９
時
〜
12
時 

・
場　

所　
北
竜
湖
ス
キ
ー
場
集
合 

・
レ
ン
タ
ル
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
も
用
意

し
て
い
ま
す
。 

必
要
な
方
は
申

込
み
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
レ
ン
タ
ル
料
３
０
０
円
） 

・
問
合
先　

瑞
穂
公
民
館

☎
65
２
５
０
１

◇
ソ
ル
ガ
ム
き
び
有
効
利
用
の

試
み

　
ソ
ル
ガ
ム
き
び
は
、
エ
チ
オ
ピ

ア
原
産
の
世
界
五
大
穀
物
の
一
つ

で
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
フ
リ
ー
、
グ
ル

テ
ン
フ
リ
ー
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

が
豊
富
、
腸
内
環
境
改
善
な
ど
の

効
果
が
あ
り
、
特
に
健
康
や
美
容

分
野
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
佐
原
土
曜
会
の
皆
さ
ん
が
栽

培
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
ソ
ル

ガ
ム
き
び
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
柳
原
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
期　
日　
３
月
６
日
㈫
19
時
〜

・
場　

所　

柳
原
公
民
館

・
講　

師　

前
澤
高
夫
さ
ん
（
小

佐
原
）

　

柳
原
地
区
の
皆
さ
ま
へ
チ
ラ
シ

を
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
道
祖
神
ま
つ
り

　

１
月
14
日
、
15
時
よ
り
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

約
30
名
の
区
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た

が
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
前
日
か
ら
整
備
さ
れ
た
コ
ー

ス
を
、
力
い
っ
ぱ
い
滑
る
選
手
に
、

保
護
者
や
役
員
ら
が
、
大
き
な
声

で
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
育
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
、
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

◇
瑞
穂
地
区
団
体
総
会

　

１
月
27
日
㈯
15
時
か
ら
瑞
穂

公
民
館
に
て
、
１
年
間
の
活
動
計

画
や
予
算
等
検
討
す
る
瑞
穂
公

民
館
運
営
審
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

◇
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
雪
に
親
し
む

「
冬
の
北
竜
湖
」 

　
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
、
一
緒
に
冬
の

北
竜
湖
の
湖
畔
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

岡

山

飯

山

外

様

木

島

瑞

穂

秋

津

柳

原

常

盤

富

倉

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
大
会
　

参
加
者
募
集

　

各
部
門
と
も
３
位
ま
で
賞
品
を

贈
呈
し
ま
す
。
地
区
の
皆
さ
ま
と

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
は
、
各
集
落
館
長
又

は
岡
山
公
民
館
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

・
期　

日　
３
月
４
日
㈰
８
時
45

分
〜
（
対
局
開
始
９
時
〜
）

・
場　

所　

藤
沢
多
目
的
集
会
施

設・参
加
料　
１
５
０
０
円
（
昼
食
・

ド
リ
ン
ク
付
き
）

・
申
込
締
切　
２
月
26
日
㈪

・
問
合
先　

岡
山
公
民
館

☎
69
２
０
１
０

◇
飯
山
市
小
中
学
生
書
初
め
展

　
２
月
３
日
、
４
日
に
、
飯
山
市
公

民
館
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
５
０
０
点
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

力いっぱい滑りました！

楽しいひとときを過ごしました

しめ縄をなうようす

お待ちしています

アキラのSNS100％活用術
～イケてる使い方教えます～

　飯山市美術館

ぐい呑み展示中
市民ギャラリー（図書館入口ガラスケース）

　収集していた1458点 のぐい呑みを飯山市に寄贈
（2015年）された高橋正義さん。
　人間国宝に認定された作家から新進気鋭の若手作
家まで多彩な作品をコレクションする中、自身もぐい
呑みを制作。今回、高橋正義さん作のぐい呑み36点
を図書館入口ガラスケースの市民ギャラリーにて展示
しています。ご覧ください。

☎62-1501

一年の息災を祈念しました

力作が展示されました

　SNS、本当に活用できてますか？『市民交流
姉妹都市大阪市』で地域活性化事業に取り組
む都市コミュニティ研究室のイナダアキラ講師を
迎 え、instagram、Facebook、twitter の 3 大
SNSの基本からその活用まで、イケてる使い方
を教えちゃいます。

日　程　３月10日㈯　
　　　　午前の部　10:00～11:00
　　　　午後の部　14:00～15:30（同内容です）
場　所　飯山市公民館101号室
講　師　都市コミュニティ研究室　イナダアキラ 氏
対　象　SNSを活用したい方
定　員　各回20名
申込先　飯山市公民館　電話62-3342
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富
原
文
庫
蔵
陸
軍
省
城
絵
図　
　

 

明
治
五
年
の
全
国
城
郭
存
廃
調
査
記
録

◇ 図書館カレンダー ◇
3/1 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
2 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
3 土
4 日 10:30 ～おはなしひろば
5 月 休館日
6 火
7 水 移動図書館車③温井 ･秋津
8 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
9 金 移動図書館車④太田 ･富倉

10 土
11 日 10:30 ～ブックスタート
12 月 休館日
13 火
14 水 移動図書館車①北原 ･常盤
15 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
16 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
17 土
18 日 10:30 ～おはなしひろば
19 月 休館日
20 火
21 水 休館日（春分の日）
22 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
23 金 移動図書館車④太田 ･富倉
24 土
25 日 10:30 ～おはなしひろば
26 月 休館日
27 火
28 水 移動図書館車③温井 ･秋津
29 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
30 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
31 土

開館時間と休館日
【開館時間】火～金 9:30 ～ 18:00

土・日 9:30 ～ 17:00
【定 休 日】月曜・祝祭日・年末年始

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

戎 光 祥 出 版

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

趣　
味
・
実　
用

オ
ビ
か
ら
読
む
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

竹
内 

勝
巳

信
州
日
帰
り
湯
め
ぐ
り

信
濃
毎
日
新
聞
社
出
版
部

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
教
育
支
援

末

冨 

芳

今
こ
そ
考
え
た
い
学
力
向
上
の
た
め
に
で
き
る
新
し
い
こ
と

米
澤  

光
人

ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
子
は
何
が
違
う
の
か
?

石
田 

勝
紀

「
子
ど
も
に
ど
う
言
え
ば
い
い
か
」
わ
か
ら
な
い
時
に
読
む
本

諸
富 

祥
彦

肩
・
腰
・
ひ
ざ
の
慢
性
痛
は
痛
み
の
専
門
医
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
治
す

小
林 
架
寿
恵

「
卵
子
の
老
化
」
と
「
高
齢
妊
娠
」
の
真
実

河
野 
美
香

老
後
と
介
護
を
劇
的
に
変
え
る
食
事
術

川
口 

美
喜
子

国
鉄
蒸
気
機
関
車
１
５
６
機
関
区
全
図
鑑

い
の
う
え 

こ
ー
い
ち

ラ
ク
し
て
ス
ッ
キ
リ
シ
ン
プ
ル
家
事

ｎ

ｉ

ｋ
ａ

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
事
典

サ
イ
モ
ン　
ビ
ー
ク
ロ
フ
ト

相
撲
見
物

伊
藤 

勝
治

忍
者
の
誕
生

吉
丸 

雄
哉

深
読
み
日
本
文
学

島
田 

雅
彦

広
辞
苑
を
つ
く
る
ひ
と

三
浦 

し
を
ん

よ　
み　
も　
の

海
馬
の
尻
尾

荻

原 

浩

父
子(

お
や
こ)

ゆ
え

梶 

よ
う
子

竹
林
精
舎

玄
侑 

宗
久

英
龍
伝

佐
々
木 

譲

天
翔
け
る

葉

室 

麟

噓

村
山 

由
佳

婚
約
迷
走
中

群 

よ
う
こ

牛
天
神

山
本 

一
力

郷　
　
　
土

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
め
ざ
し
て　
ア
ジ
ア
の
曙
｜
死
線
を
越
え
て

丸

山

邦

雄

上
杉
謙
信

石
渡 

洋
平

飯
山
市
街
航
空
写
真
図
﹇
昭
和
45
年
﹈

綜
合
地
理
研
究
社

携帯電話版

飯山図書館QRコード
（蔵書検索・予約システム利用案内）
　蔵書検索・予約、新刊･新着　
資料検索、貸出・予約ランキン
グ情報を見ることができます。 

　　平成 29年ベストリーダ
　　　　　　（2017.1.1 ～ 12.31）
１ 君の膵臓をたべたい 住野 よる
２ 九十歳。何がめでたい 佐藤 愛子
３ 危険なビーナス 東野 圭吾

４
三鬼 宮部 みゆき
素敵な日本人 東野 圭吾
蜜蜂と遠雷 恩田 陸

５ 恋のゴンドラ 東野 圭吾

６

人魚の眠る家 東野 圭吾
アンマーとぼくら 有川 浩
ラプラスの魔女 東野 圭吾
ちはやふる　33・34 末次 由紀
希望荘 宮部 みゆき

７

火花 又吉 直樹
鼠、噓つきは役人の始まり 赤川 次郎
招待状 赤川 次郎
花を呑む あさの あつこ
疾風ロンド 東野 圭吾

3月から飯山市の出生祝い品として絵本を1 冊贈呈いたします。

スマートフォン版

わ
た
し
の｢

お
す
す
め
本
」
紹
介
し
ま
す

　

10
月
か
ら
11
月
の
第
71
回
読

書
週
間
に
併
せ
て
企
画
し
た
「
あ

な
た
の
お
す
す
め
本
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」
に
記
載
し
て
い
た
だ
い

た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

①
本
の
名
前

②
特
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
こ
ろ

◆
本
多 

彩
乃
さ
ん

①
か
「
」
く
「
」
し
「
」
ご「
」
と
「

②
人
の
今
の
気
持
ち
や
感
情
が
分

　

か
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
と
こ

　

ろ
能
力
を
持
っ
た
５
人
が
、
悩

　

み
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い

　

く
、
ま
さ
に
青
・
春
!!
の
物
語

　
で
す
!!

◆
ま
つ
か
わ 

ゆ
い
さ
ん

①
わ
た
し
の
お
べ
ん
と
う
・
ぼ
く

　
の
お
べ
ん
と
う

②
ピ
ン
ク
色
。お
べ
ん
と
う
を
い
っ

　

ぱ
い
食
べ
る
と
こ
ろ
。
男
の
子

　
と
女
の
子
が
交
換
す
る
と
こ
ろ
。

◆
渡
辺 

夢
香
さ
ん

①
も
の
ぐ
さ
ト
ミ
ー

②
お
も
し
ろ
か
っ
た
と
こ
ろ
は
、

　
じ
ど
う
な
の
で
ふ
し
ぎ
だ
っ
た
。

　
で
も
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
つ
ぎ
の
日
は
、
さ
か
さ
ま

　

に
な
っ
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ

　
か
っ
た
で
す
。

　

市
立
図
書
館
で
は
、
保
育
園
の

子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
楽
し
さ
を

伝
え
る
た
め
に
、
平
成
７
年
秋
か

ら
市
立
保
育
園
に
絵
本
を
配
本

し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
子
ど
も
た
ち
に
も
同
じ
よ

う
に
手
に
と
っ
て
欲
し
い
と
思
う

基
本
図
書
50
冊
、
そ
れ
以
外
の

図
書
１
０
０
冊
と
未
満
児
を
含
め

た
花
組
用
図
書
30
冊
、
併
せ
て

１
８
０
冊
を
、
５
、８
、
11
、
２
月

の
年
4
回
入
れ
替
え
配
本
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
向
け
に｢

ほ
い
く

え
ん
の
ほ
ん
だ
な｣

を
発
行
し
て

い
ま
す
。
ご
家
庭
で
の
読
み
き
か

せ
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
園
に
年
４
回
、
１
８
０
冊
を
貸
出　
　

入
れ
替
え
配
本
し
て
い
ま
す

　平成 29年度から出生祝い品がアルバムから絵本に変わりました。
　現在、図書館で４ヵ月児に贈呈しているブックスタートはファーストブック事業とし、
この絵本贈呈はセカンドブック事業として取り組みます。
　贈呈する絵本は、図書館司書が選定した絵本 10冊の中から保護者が 10ヵ月健診時
に希望したものです。
　対象者は平成 29年 4月 2日生まれのお子さまからです。
　３月の 10ヵ月健診時からはじまります。もうしばらくお待ち願います。

　
図
書
館
は
、
長
野
県
が
す
す
め

て
い
る｢

信
州
ク
ー
ル
・
あ
っ
た

か
シ
ェ
ア
事
業
」
に
今
月
か
ら
協

力
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
の
電
気
使
用
量
の
う
ち
、

図
書
館
は
あ
っ
た
か
い
で
す
!! 

図
書
館
に
来
て
く
だ
さ
い

半
分
以
上
を
冷
暖
房
器
具
が
占

め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
電
力
使
用
量
の
ピ
ー

ク
時
に
、
家
庭
の
冷
暖
房
な
ど

の
電
気
を
止
め
て
、
図
書
館
な
ど

の
公
共
施
設
へ
出
掛
け
、
利
用
し

た
り
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
よ

り
、
涼
し
さ
・
暖
か
さ
を
分
か
ち

合
う
｜
シ
ェ
ア
す
る
｜
こ
と
で
、

社
会
全
体
と
し
て
の
節
電
・
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

す
。

　

冬
は
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
く
、

楽
し
く
利
用
で
き
る
図
書
館
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　
図
書
館
の
学
習
室
・
多
目
的
室

は
閲
覧
室
か
ら
離
れ
た
３
階
に
あ

り
ま
す
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で
一
日

中
、
静
か
に
学
習
に
励
む
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
。

　

な
お
、
多
目
的
室
は
、
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
利
用
で
き
ま
す
。　

　

閲
覧
室
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
情
報
検
索
が
で
き

る
パ
ソ
コ
ン
も
２
台
あ
り
ま
す
。

小
学
校
４
年
生
以
上
な
ら
ば
利
用

可
能
で
す
。

　

ま
た
、
調
査
相
談
の
サ
ー
ビ
ス

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
疑
問
か
ら
難
解
な
問
題
ま
で
、

調
べ
物
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
読
書
相

談
や
、
育
児
へ
の
絵
本
の
取
り
入

れ
方
・
絵
本
の
選
び
方
な
ど
の
相

談
も
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

　「ん？この飯山城絵図見たことない
ぞ！」
　『飯山城絵図集成』にも載ってない、
一番新しい時代の城絵図が掲載されて
います。
　「飯山県庁は二の丸にあったんだ」と
か「西曲輪の学校って何？」など新し
い発見がいっぱい。飯山城の他、全国
123枚の城絵図をカラーでどうぞ。

子どもたちにたくさん読んで欲しいな

３F多目的室は大人の勉強部屋です

３F学習室は学生のための静かな勉強部屋です


